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動物法ニュース49号は、動物愛護管理法
の改正以降第４回となります2019年法改正
の必要性を明らかにして、その改正を求め
ることを目的として発行を致します。
動物と人との関係性について、そのある

べき方向性を明らかにするとともに、現場
において現在の法律及び法制度が遵守され
ていない、行政の法律に違反する違法な殺
処分、業者の動物取り扱いについての多頭
生産と崩壊、動物をめぐる犯罪規定の機能
不全など、法律に違反する現場の状況を放
置できない状況があり、大きな限界にきて
います。
本号は、動物と人間の関係性と法律の機
能のあり方の基本を示し、従来動愛法の推
進を進めて来られた議員の皆様のご意見、
動物に関与されて来られた識者のご意見、
現場にあたっている当事者、弁護士等の方
々から現場の実態の報告と法律についての
意見をまとめたものです。
現在、現場で放置できない法改正の必要

性だけでなく、将来の動愛法のあり方を指し
示す重要な素材を併せて掲載するものです。
2019年法改正があれよあれよと言う間に、

現在の現場の酷い状況のまま放置しこの法
改正がされることはあってはなりません。
1999年に動愛法としての改正から３回の法
改正がされ、今回の法改正は、４回目の法
改正を迎えています。次の法改正の見直し
時期は2024年が予定されており、「動物の
保護と管理に関する法律」からは50年の歴
史のときです。日本の動愛法の一つの形が
成熟する時期であり、これへ向かうための
2019年法改正がされる必要があります。
「TOKYO ZEROキャンペーン」は2020年
東京オリンピックのときに不幸な犬猫の
「殺処分をゼロ」にして「動物福祉先進都
市」をめざしています。
本号は歴史の中における動愛法の検証と、
2019年法改正の必要性の認識をしていただ
き、2019年法改正が動愛法の発展への有効
な法改正に資することを目的とします。
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